
株式会社 構造ソフト

リリース４周年記念
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開会のご挨拶



株式会社 構造ソフト

内容概略

1 「BUILD.耐診RC」エクスポート

2 「POWER-直接基礎Ⅱ」エクスポート

3 「BUILD.耐診S造/2011年版」エクスポート

4 「POWER-小梁Ⅱ」エクスポート

本日の説明会の内容

1 開会のご挨拶 代表取締役社長 原 泰紀

2 「2025年版 建築物の構造関係技術基準解説書」への対応内容の説明 開発部 竹ノ谷 幸宏

3 2026年8月までに機能拡張された内容の説明 開発部 竹ノ谷 幸宏

4
直接基礎（独立基礎、布基礎、ベタ基礎）の計算を効率化する
オプションのご紹介

開発部 竹ノ谷 幸宏

5 よくあるご質問 開発部 竹ノ谷 幸宏

6 現在開発中のAI機能のご紹介 開発部 竹ノ谷 幸宏

7 閉会のご挨拶 代表取締役社長 原 泰紀
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「2025年版 建築物の
構造関係技術基準解説書」

への対応内容



株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］計算ルート１－３
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［2025年版 技術基準解説書］計算ルート１－３
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株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］計算ルート１－３
（ [計算条件]-[計算ルート・荷重ケース] 許容[BAS3] )
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株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］計算ルート１－３

8

鉛直ブレースの有効細長比λに応じた地震時の応力割り増し



株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］計算ルート１－３

9

鉛直ブレースの有効細長比λに応じた地震時の応力割り増し

当該階の鉛直ブレース毎の
割増率のうち最大の値を採用

今月のイチオシ(2025年12月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］計算ルート２の剛性率の合理化
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今月のイチオシ(2026年4月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］計算ルート２の剛性率の合理化
（ [計算条件]-[計算ルート・荷重ケース] 許容[BAS3] )
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今月のイチオシ(2026年4月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］計算ルート２の剛性率の合理化

12

今月のイチオシ(2026年4月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］計算ルート２の剛性率の合理化
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今月のイチオシ(2026年4月号)に掲載
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［2025年版 技術基準解説書］計算ルート２の剛性率の合理化

14

今月のイチオシ(2026年4月号)に掲載

「剛性率の合理化」を考慮しない場合 「剛性率の合理化」を考慮する場合



株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］SRC大梁およびSRC柱のせん断耐力計算式
（ [断面計算条件]-[ＳＲＣ] 許容[DES6] )

15



株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］ＲＣ造柱梁接合部の構造規定の確認
（ [部材リスト]-[ＲＣ]-[柱] 建物[CMD2]、 [断面計算条件の補正]-[ＲＣ造・ＳＲＣ造柱梁接合部] 許容[RMD5] )

16

計算ルート１、２－１、２－２

接合部せん断補強筋の入力がある時に
以下を確認
・接合部せん断補強筋間隔
・接合部せん断補強筋比
・梁主筋の水平投影定着長さ



株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］ＲＣ造柱梁接合部の構造規定の確認
（ [部材リスト]-[ＲＣ]-[柱] 建物[CMD2]、 [断面計算条件の補正]-[ＲＣ造・ＳＲＣ造柱梁接合部] 許容[RMD5] )
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計算ルート３

接合部せん断補強筋の入力がある時に
以下を確認
・接合部せん断補強筋間隔
・接合部せん断補強筋比



株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］保有水平耐力計算時のＲＣ大梁の部材種別判定のτu
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株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］その他の対応

19

・準拠するRC規準を2024年版に更新
これに伴い、準拠するRC規準（2018）の表記をRC規準（2024）に変更

・RC規準（2024）に関連して、鉄筋最外径を配筋指針（2010）による径から
配筋指針（2021）による径に変更

最外径が変わります。
D19（21→22）、D22（25→26）、D25（28→29）、D32（36→37）、 D41（46→47）

・杭用フーチングの名称を「パイルキャップ（杭用フーチング）」に変更



株式会社 構造ソフト

「BUILD.一貫Ⅵ」
2026年8月までに
拡張された内容



株式会社 構造ソフト

種類 拡張内容

1 1.40 計算 SABTEC機構の技術評価による株式会社岸鋼加工製の「KISI-CON定着工法」に対応しました。

2
計算 SABTEC機構の指針による共英製鋼株式会社製の「キョウエイリングSD490」「キョウエイリング685」「キョウエイリング

785」の「SABTEC評価20-01R3」に対応しました。

3 計算
「BUILD.一貫・基礎オプション（直接基礎）」を正式公開しました。
※ご利用には「BUILD.一貫・基礎オプション（直接基礎）」のライセンスが必要となります。

4
計算 独立基礎が偏心しており分離モデルで計算する場合、布基礎およびベタ基礎がある箇所の支点をピン支持を自動配

置するようにしました。

5 計算 直接基礎の鉄筋材料としてSD490を使用した計算が可能となりました。

6 1.41
入力 入力項目ツリーの[部材リスト]-[S]-[柱]で[柱脚定義]画面を開いた時に、「ベースパック」「ISベース」の新仕様の型

式は選択している柱に適合する登録符号のみ表示するようにしました。

7 計算 旭化成建材株式会社・岡部株式会社製の「ベースパック」の「BCJ評定-ST0335-01」に対応しました。

8 計算 アイエスケー株式会社製の「ISベース」の「BCJ評定-ST0282-04」に対応しました。

9 1.42 入力 「2025年版 技術基準解説書」のS造の計算ルート1-3に対応しました。

10
出力 計算結果図化表示（２Ｄ）において、「応力図（大梁水平面内方向）」「応力図（大梁ねじり方向）」「応力

図（柱ねじり方向）」を表示できるようにしました。

11
出力 確認申請形式計算書において、「大梁水平面内応力図」「大梁ねじり応力図」「柱ねじり応力図」をグラフィックス形

式で出力できるようにしました。
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種類 拡張内容

12 1.42 操作 リボンメニューの[ヘルプ]-[フィードバック]の項目を[サポート窓口]と[Q&A]に細分化して表示するようにしました。

13 操作 作成済みの計算書を再度開いた時に、自動でメッセージ一覧表示画面も開くようにしました。

14
1.43 出力 計算書の「ＲＣ造柱梁接合部の大地震動に対する安全性の確保のための検討」の項目名を「ＲＣ規準によるＲＣ

造柱梁接合部の検討」に変更しました。

15
出力 水平ブレースを配置した箇所に剛床解除節点の指定がない時に、「5313 水平ブレースが取り付く節点が剛床解除

されていない」の要確認メッセージを出力するようにしました。

16
1.44 計算 リボンメニューの[表示]タブにおいて、「基礎伏図」を「基礎伏図（BASE）」、「二重スラブ」を「二重スラブ（各階

BASE）」に変更しました。

17
1.46 入力 伏図において、プルダウンの階名選択に「BASE」を追加しました。また、[伏図]タブ内のメニューバーに「二重スラブ」ボ

タンを追加しました。

18
入力 基礎伏図（全階BASE）において、マウス操作による基礎部材配置と基礎計算条件配置（および削除、コピーな

ど）を行えるようにしました。

19 計算 「2025年版 技術基準解説書」の混構造における剛性率規定の合理化（計算ルート2）に対応しました。

20 計算 「2025年版 技術基準解説書」のSRC大梁およびSRC柱のせん断耐力計算式に対応しました。

21
出力 「2025年版 技術基準解説書」のRC造柱梁接合部の接合部せん断補強筋に関する構造規定の確認に対応しま

した。

22
計算 「2025年版 技術基準解説書」の対応に伴い、参照するRC規準に合わせて鉄筋最外径を配筋指針（2010）に

よる径から配筋指針（2021）による径に変更しました。
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種類 拡張内容

23
1.46 計算 RC造またはSRC造の計算ルート判定において、混構造の場合、S造階に対して壁量と柱量の確認は行わないように

しました。

24
計算 「S造剛接合柱梁接合部の検討」および「S造柱梁仕口部の検討（鋼構造接合部設計指針）」において、下柱が

ない場合は上柱を用いて検討を行うようにしました。

25
計算 保有水平耐力計算時のＲＣ大梁の部材種別判定において、長方形梁の平均せん断応力度を2025年版技術基

準解説書の記載に準じて矩形梁の断面積により算出するようにしました。

26 出力 「2025年版 技術基準解説書」の対応に伴い、RC規準（2018）の表記をRC規準（2024）に変更しました。

27 計算 独立基礎の断面計算において、接地圧の計算に基礎の偏心の考慮の有無を個別に指定できるようにしました。

28 計算 ベタ基礎の断面計算において、周辺の拘束状態を指定できるようにしました。

29
計算 場所打ちコンクリート杭の許容せん断力の計算において、杭にせん断補強筋を配置した時に、許容せん断力は技術

基準の（付1.3-52）式と（付1.3-53）式の最大値を採用するようにしました。

30
出力 「2025年版 技術基準解説書」の記載に準じて、杭用フーチングの名称を「パイルキャップ（杭用フーチング）」に変

更しました。

31
1.47 入力 旭化成建材株式会社・岡部株式会社製の「ベースパック」の「15-12F2」「17-12F2」「20-09F2」「20-12F2」

「25-09F2」「25-12F2」「30-09F2」において、箱形断面柱（BBX）との組み合わせは適用不可にしました。

32
計算 RC規準によるRC造柱梁接合部の検討において、鉛直ブレース周囲の柱梁接合部は検討していませんでしたが、検

討するようにしました。検討を行わない場合は入力項目ツリーの[断面計算・保有水平耐力計算しない部材]-[接合
部]（テキスト入力時は、許容応力度計算データの[DUM5]）を指定してください。
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種類 拡張内容

33
1.48 入力 東京鉄鋼株式会社製の「スマートベース工法」に対応しました。「スマートベース工法」に関する検討は、リンクファイル

を作成後、東京鉄鋼株式会社を通じて「スマートベース工法検討システム」にて実施していただく必要があります。

34 出力 一貫標準形式計算書において、検討結果がNGとなる箇所を赤字で表示できるようにしました。

35 出力 ST-Bridge（Ver.1.4）エクスポートにおいて、独立基礎・布基礎・ベタ基礎配筋のエクスポートに対応しました。

36
出力 既製品柱脚検討用ファイル作成の「ベースパック・セレクトベース検討用」において、箱形断面柱（BBX）のエクス

ポートに対応しました。

37
入力 入力項目ツリーの[計算条件]-[断面計算]-[基本条件（1）]（テキスト入力時は、許容応力度計算データの

[DES1]）において、「S造接合部パネル」「崩壊形の判定」の項目名を検討内容に合わせて「S造剛接合柱梁接合
部の検討（S規準）」「S造柱梁接合部降伏耐力比の確認、RC造・SRC造建築物崩壊形の判定」に変更しました。

38 出力 計算書のベースプレート形状の表記において、円形ベースプレートには（円形）を表記するようにしました。

39 入力 独立基礎の基礎柱サイズを直接入力できるようにしました。

40 入力 布基礎の腹筋の入力方法を変更しました。

41
1.49 計算 株式会社向山工場製の「エムケーフープ685」「エムケーフープ785」を「SABTEC評価24-03R1」に準じた計算を行

えるようにしました。これにより、場所打ちコンクリート杭のせん断補強筋として使用できるようにしました。

42 出力 確認申請形式計算書において、「荷重増分計算時の初期応力」を出力できるようにしました。

43 計算 独立基礎の断面計算において、転倒の検討を行うようにしました。
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種類 拡張内容

44 1.50 入力 ST-Bridge（Ver.1.4）インポートにおいて、杭基礎・独立基礎・布基礎のインポートに対応しました。

45

入力 連層柱（多層にわたる柱）として配置した柱において、配置した一番下の階名かつ同一の柱符号で定義した柱が
柱部材リストにある時に、その一番下の階名で定義した柱に取り付く柱脚（柱付帯条件）を連層柱の柱脚として認
識するようにしました。これにより、連層柱の一番上の柱に対して柱脚を取り付ける必要がなくなりますので、単層柱と
連層柱で同じ断面を用いる時に、柱符号を分けて定義する必要がなくなります。

46
出力 計算書の柱脚の計算結果において、連層柱（多層にわたる柱）として配置した一番下の階名で出力するようにしま

した。

47 出力 計算書のメッセージ一覧においてメッセージ種類の説明とメッセージ一覧表示の説明を追加しました。

48 出力 メッセージ一覧表示画面においてメッセージ種類の説明を追加しました。

49 計算 布基礎やベタ基礎を配置している物件で上部構造の浮き上がり解析を行えるようにしました。
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[機能拡張した内容の詳細]を確認する方法
プログラムが拡張された場合、補足マニュアル（PDFファイル）に拡張内容を記載しています。

補足マニュアルを表示するには、
Windows[スタート]ボタン -［構造ソフト］-［BUILD.一貫Ⅵ補足マニュアル(PDF形式)］を選択するか、

「BUILD.一貫Ⅵ」を起動した後に、［ヘルプ］タブ -［製品の拡張と変更内容］を選択してください。

26



株式会社 構造ソフト

[1]-1 SABTEC機構の技術評価による株式会社岸鋼加工製の「KISI-CON定着工法」に対応
（ [組込建材の計算条件]-[SABTEC機械式定着工法] 許容[SBMA][SBM1] )

27

今月のイチオシ(2025年10月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

[1]-2 SABTEC機構の技術評価による株式会社岸鋼加工製の「KISI-CON定着工法」に対応
（ [組込建材の計算条件]-[SABTEC機械式定着工法] 許容[SBMA][SBM1] )

28

今月のイチオシ(2025年10月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

[2] SABTEC機構の指針による共英製鋼株式会社製の「キョウエイリングSD490」
     「キョウエイリング685」「キョウエイリング785」の「SABTEC評価20-01R3」に対応
      （ [使用材料]-[鉄筋] 建物[MAT2] )

29

前回の評定からの変更点

・鉄筋の大臣認定番号の追加
「MSRB-0314-1」

・キョウエイリング685の呼び名にKL径
(KL10,KL13,KL16)が追加される

・計算内容に変更なし

・一貫構造計プログラムにおいては、
KL径はKY径で指定



株式会社 構造ソフト

[6]入力項目ツリーの[部材リスト]-[S]-[柱]で[柱脚定義]画面を開いた時に、
「ベースパック」「ISベース」の新仕様の型式は選択している柱に適合する登録符号のみ表示

30

今月のイチオシ(2025年11月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

[7]旭化成建材株式会社・岡部株式会社製の
    「ベースパック」の「BCJ評定-ST0335-01」に対応
     （ [部材リスト]-[S]-[柱脚] 建物[CME3] )

31

今月のイチオシ(2025年11月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

[8]アイエスケー株式会社製の「ISベース」の「BCJ評定-ST0282-04」に対応
      （ [部材リスト]-[S]-[柱脚] 建物[CME3] )

32



株式会社 構造ソフト

[10]-1 計算結果図化表示（２Ｄ）において、「応力図（大梁水平面内方向）」
         「応力図（大梁ねじり方向）」「応力図（柱ねじり方向）」を表示

（ [解析モデルの補正]-[大梁の水平面内剛性・ねじり剛性][柱のねじり剛性] 許容[SAC1][SAC2] )

33

今月のイチオシ(2026年1月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

[10]-2 計算結果図化表示（２Ｄ）において、「応力図（大梁水平面内方向）」
         「応力図（大梁ねじり方向）」「応力図（柱ねじり方向）」を表示

（ [解析モデルの補正]-[大梁の水平面内剛性・ねじり剛性][柱のねじり剛性] 許容[SAC1][SAC2] )

34

今月のイチオシ(2026年1月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

[10]-3 計算結果図化表示（２Ｄ）において、「応力図（大梁水平面内方向）」
         「応力図（大梁ねじり方向）」「応力図（柱ねじり方向）」を表示

（ [解析モデルの補正]-[大梁の水平面内剛性・ねじり剛性][柱のねじり剛性] 許容[SAC1][SAC2] )

35

今月のイチオシ(2026年1月号)に掲載
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[11] 確認申請形式計算書において、「大梁水平面内応力図」「大梁ねじり応力図」
「柱ねじり応力図」をグラフィックス形式で出力
（ [解析モデルの補正]-[大梁の水平面内剛性・ねじり剛性][柱のねじり剛性] 許容[SAC1][SAC2] )

36

今月のイチオシ(2026年1月号)に掲載
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[12] リボンメニューの[ヘルプ]-[フィードバック]の項目を
       [サポート窓口]と[Q&A]に細分化して表示

37

以下の流れでメッセージ内容の確認およびお問い合わせを行うことができます。
１．メッセージ対処用PDFで確認
２．メッセージ対処用PDFで解決しなかった（Ｑ＆Ａボタン）
３．Q&Aで解決しなかった（サポート窓口ボタン）

今月のイチオシ(2026年3月号)に掲載
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[15] 水平ブレースを配置した箇所に剛床解除節点の指定がない時に、
      「5313 水平ブレースが取り付く節点が剛床解除されていない」の要確認メッセージを出力

38
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[17] 伏図において、プルダウンの階名選択に「BASE」を追加
      [伏図]タブ内のメニューバーに「二重スラブ」ボタンを追加

39
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[33] 東京鉄鋼株式会社製の「スマートベース工法」に対応
（ [部材リスト]-[S]-[柱脚] 建物[CME3] )

40

今月のイチオシ(2026年6月号)に掲載

「スマートベース工法検討システム」用のリ
ンクファイルを作成後、
東京鉄鋼株式会社にお問い合わせの上、
「スマートベース工法検討システム」による
検討を行ってください。
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[34] 一貫標準形式計算書において、検討結果がNGとなる箇所を赤字で表示

41
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[41] 株式会社向山工場製の「エムケーフープ685」「エムケーフープ785」で
「SABTEC評価24-03R1」に準じた計算に対応
場所打ちコンクリート杭のせん断補強筋として使用可能

（ [部材リスト]-[場所打ちコンクリート杭リスト] 基礎[RCME] )

42

今月のイチオシ(2026年7月号)に掲載
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[45]連層柱（多層にわたる柱）における柱脚の認識の改良
 （ [部材リスト]-[S]-[柱][柱脚] 建物[CMD1][CME3]、[部材配置]-[柱] 建物[PLM2] )

43

【従来】 【Ver.1.50以降】
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[機能拡張した内容の詳細]を確認する方法
プログラムが拡張された場合、補足マニュアル（PDFファイル）に拡張内容を記載しています。

補足マニュアルを表示するには、
Windows[スタート]ボタン -［構造ソフト］-［BUILD.一貫Ⅵ補足マニュアル(PDF形式)］を選択するか、

「BUILD.一貫Ⅵ」を起動した後に、［ヘルプ］タブ -［製品の拡張と変更内容］を選択してください。

44
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直接基礎（独立基礎、布基礎、ベタ基礎）の
計算を効率化するオプションのご紹介
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基礎オプション（直接基礎）とは
BUILD.一貫・基礎オプション（杭基礎）

杭基礎
直接基礎

扱える基礎形式を追加

46
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扱える形式は、独立基礎、布基礎、ベタ基礎

基礎オプション（直接基礎）で扱える基礎形式

独立基礎 布基礎 ベタ基礎

47
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１回の計算で計算書がまとめて作成できる

基礎オプション（直接基礎）の計算書

上部構造
(BUILD.一貫Ⅵ)

基礎部分
(POWER-直接基礎Ⅱ)

建物の計算書

48
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独立基礎の検討内容

• 接地圧の検討
• 曲げの検定（必要配筋の算定）
• せん断の検定
• 付着の検定
• パンチングの検定
• 独立基礎の偏心を考慮した基礎梁の検討
• 独立基礎と柱の偏心による転倒の検討

49
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布基礎の検討内容

• 接地圧の検討
• 地盤反力を考慮した基礎梁のCMoQo
• 曲げの検定（必要配筋の算定）
• せん断の検定
• 付着の検定
• 布基礎の偏心によるねじり応力を考慮した

あばら筋の算定・検定

50
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ベタ基礎の検討内容

• 接地圧の検討
• 地盤反力を考慮した基礎梁のCMoQo
• 曲げの検定（必要配筋の算定）
• せん断の検定
• 付着の検定

51
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「BUILD.一貫・基礎オプション」（直接基礎）

2026年8月までに拡張された内容
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[基礎オプション（直接基礎）] 独立基礎の接地圧への偏心の考慮

53
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[基礎オプション（直接基礎）] 独立基礎の接地圧への偏心の考慮
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[基礎オプション（直接基礎）] 独立基礎の基礎柱サイズの直接入力

55
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[基礎オプション（直接基礎）] 独立基礎の基礎柱サイズの直接入力

56
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[基礎オプション（直接基礎）] 独立基礎の転倒の検討

57
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[基礎オプション（直接基礎）] 布基礎の腹筋

58
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[基礎オプション（直接基礎）] 布基礎の腹筋

59
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[基礎オプション（直接基礎）] ベタ基礎の周辺の拘束状態

60
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[基礎オプション（直接基礎）] ベタ基礎の周辺の拘束状態

61
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[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（計算条件など）

62
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[基礎オプション（直接基礎）] 注意点

63

直接基礎を配置したが、断面計算結果が出力されない

支持地盤が配置されていないと考えられます。
直接基礎は配置した箇所に、支持地盤も配置してください。
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[基礎オプション（直接基礎）] 注意点

64

直接基礎を配置したが、断面計算結果が出力されない



株式会社 構造ソフト

「BUILD.一貫・基礎オプション」の導入について
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「BUILD.一貫・基礎オプション」

• 「BUILD.一貫・基礎オプション」

①製品定価 ：￥330、000-（税抜き￥300、000-）

②年間使用料：￥33、000-  （税抜き￥30、000-）

※1 「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」のご利用中のお客様は、②の契約

を追加いただくことで「直接基礎対応」の機能が使用できるようになります。

※2 「年間使用料」につきましては、「トータルメンテナンス契約」と期限を合わせるた

めに初年度は月割りのご契約で対応いたします。

詳しくは以下のURLをご参照いただくか、弊社営業部までお問い合わせください。

https://www.kozosoft.co.jp/topics/cp_ik_kiso_op.html
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よくある質問や適判等からの指摘事例
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★ 適判等からの指摘事例



株式会社 構造ソフト

[1] 電子申請のため計算書のPDFにセキュリティー（プロテクト）を施したくない
確認検査機関から電子申請の条件として、計算書のPDFにセキュリティー（プロテクト）を施さないように要

求されました。どのように対応すればよいでしょうか？

Q&Aに掲載 今月のイチオシ(2024年5月号)に掲載

69

電子申請を想定して設計者の責任のもと、セキュリティー（プロテクト）を
外す機能を設けています。

「確認申請形式の書式設定」を選択し、画面左の設定項目のツリーで
[利用者証明書・セキュリティー等]を選び、セキュリティを「保護する」のチェッ
クボックスをOFFにしてください。

セキュリティを「保護する」のチェックボックスをOFFにした場合は、確認申請
形式計算書(PDF形式ファイル）に対する書き込みが可能となるため、電
子申請も可能となります。なお、セキュリティを保護する場合と保護しない場
合を区別できるようにするために、保護しない場合のID番号はグレー色で出
力します。

確認検査機関に提出する計算書と構造計算適合性判定機関に提出す
る計算書で出力形式が異なると整合性に問題があるという理由で受理され
ない場合がありますので、同じセキュリティレベルのものを提出してください。

※Ver.1.18までは、セキュリティを保護しない場合は、ID番号を出力しておりませんでしたが、
Ver.1.19以降では ID番号をグレー色で出力するように処理変更しています。

回答：
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[2] 保有水平耐力時のせん断保証設計の確認

計算ルート３の物件に関して、保有水平耐力時のせん断保証設計はどこで確認できますかとの指摘を受けま
した。
出力項目設定で「部材のせん断保証設計」と「部材のせん断保証設計（保有水平耐力時）」をONにして

計算を行いましたが、保有水平耐力時の結果が出力されませんでした。

Q&Aに掲載 今月のイチオシ(2025年11月号)に掲載

70

回答：

入力項目ツリーの[計算条件]-[応力解析]-[解析モデル] で、Ds及び保有水平耐力の算定に用いる増分解析を“別
個の増分解析”の設定にしてください。（テキスト入力時は保有水平耐力計算データの[ＵＬＡ１]の８～ ９項目）

“一度の増分解析”の設定の場合、
Ds算定と保有水平耐力算定は同じ増分解析結果の履歴から計算します。この場合、Ds算定時は保有水平耐力時よ
りも押し進めた状態であり、せん断力も大きくなります。
したがって、Ds算定時の保証設計が満足していれば、保有水平耐力時の検討でも満足すると考えられるため、保有水平
耐力時のせん断保証設計は省略されます。

“別個の増分解析”の設定は、通常、Ds算定と保有水平耐力算定で解析モデルが異なっている場合に設定します。解
析モデルが異なる場合は、Ds算定時よりも保有水平耐力時のほうがせん断力が大きくなる可能性があるのため、保有水
平耐力時のせん断保証設計も検討し、その結果を出力します。
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[3] ブレース付帯梁の検討

Ｓ造のブレース構造の物件に関して、ブレース付帯梁の検討を行っていますかとの指摘を受けました。
どのように説明すればよいでしょうか？

Q&Aに掲載

ブレース付帯梁が具体的に何を指しているのかをご確認いただく必要があります。

ブレース付帯梁が、ブレースに取り付く上下の梁という意味であれば、応力解析で梁に生じた応力を用いて、断面検討を行って
います。
なお、ブレースからの軸力を梁に考慮するためには、ブレースが取り付く節点を剛床解除する必要があります。

ブレース付帯梁が、K形やV形ブレースにより、梁の中間にブレースが取り付けられている梁を指す場合、K形やV形ブレースを取
り付けた際に、梁中間部の節点が自動生成されている場合は、剛床解除は不要です。

一方で、梁中間部に軸を設けて梁を分割し、その中間節点にN形やZ形ブレースを取り付けている場合には、
ブレースが取り付く梁中間部の節点を剛床解除する必要があります。

回答：

71
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[4] 片持ち梁の長期断面計算に使う積載荷重

片持ち梁の長期設計時の積載荷重として何を用いているか説明するようにとの指摘を受けました。

片持ち梁の長期断面計算においては、積載荷重として架構用を用いています。

平成19年国交告第594号第2第三号ニに規定される、突出部分における鉛直震度による応力割増については、
簡易的な確認方法として、長期応力を1.33倍して長期の許容応力度と比較する方法が記載されています。
この際の長期応力は常時荷重と明記されているため、積載荷重は架構用を用いています。

また、片持ち梁に限らず大梁のたわみ検討に関して、
平成12年建告第1459号では、令第85条に掲げる室の積載重量について、
同表（は）欄に定める数値（地震力用積載荷重）によって計算することができるとされています。
ただし、これは限定された室に関する記載であり、「計算することができる」という任意的な表現であるため、
安全側の判断として架構用を用いています。

回答：

Q&Aに掲載

72

今月のイチオシ(2025年12月号)に掲載
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[5] S造の基礎梁のせん断保証設計はヒンジ想定で検討するように指摘された

Ds算定時に柱脚または基礎梁にヒンジが発生していない節点があり、メカニズムの確認ができていない。
そのため、荷重増分解析を継続してヒンジの発生を確認するか、基礎梁の両端曲げ降伏を想定して、基礎梁
のせん断保証設計を行う必要がある、と指摘がありました。どのように対処すればよいでしょうか？

ヒンジが十分にできなかった場合の対処方法としては、破壊モードの判定方法を「技術基準における余耐力法による方法」として、
検討する方法があります。
破壊モードの判定方法を「技術基準における余耐力法による方法」とした場合、想定したヒンジが生じる時点のせん断力、もしくは
梁の両端ヒンジ時のせん断力を用いて、せん断保証設計を行います。
破壊モードの判定方法を「技術基準における余耐力法による方法」とする設定は、入力項目ツリーの[計算条件]-[保有水平耐
力]-[種別の決定条件]（テキスト入力時は、保有水平耐力計算データの[ＮＳＴ４]の８項目）で行います。

なお、Ｓ造の場合、デフォルト設定（入力省略時の初期設定値）は、「保証設計の結果による」となっています。

荷重増分解析をさらに進めてヒンジの発生を確認したい場合は、入力項目ツリーの[計算条件]-[応力解析]-[荷重増分ステップ]
（テキスト入力時は、保有水平耐力計算データの[ＵＬＡ２]）で、Ds算定用の限界層間変形角を大きくすることで解析を押し
進めることができます。（※ 入力は層間変形角の分母を入力するため、入力値を小さくすると限界が大きくなります。）

ただし、不安定になった場合には、その時点で荷重増分解析が終了するため、限界層間変形角を大きくしても、必ずしもヒンジが発
生するとは限りません。

回答：

Q&Aに掲載 今月のイチオシ(2026年3月号)に掲載

73



株式会社 構造ソフト

[6] せん断破壊判定用割増係数の値が告示の値と異なっている箇所がある

計算書の「せん断保証設計（RC造・SRC造）」においてせん断破壊判定用割増係数の値が告示の値と異
なる箇所があるとの指摘を受けました。なお、せん断破壊判定用割増係数については、直接入力は行わず、
デフォルト設定で計算しています。

Q&Aに掲載

高強度せん断補強筋を使用していることが原因だと考えら
れます。

高強度せん断補強筋を使用する場合、鉄筋メーカーの設
計指針において、せん断破壊判定用割増係数が個別に
規定されており、使用する鉄筋の種類によっては告示とは
異なる値が設定されることがあります。
そのため、計算書に出力される係数が告示値と一致しな
い場合があります。

回答：

74
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[7-1] 途中階で逆せん断が生じていると指摘された

吹き抜けがあり中間階を有する物件に関して、中間階で逆せん断が生じており、不自然な応力ではないかとの
指摘を受けました。
なお、逆せん断が生じている中間階（MRF）のX1軸には直交梁が存在するため、当該位置に節点があります。
このような応力状態となる原因として、どのようなことが考えられるでしょうか？

Q&Aに掲載

75

今月のイチオシ(2026年2月号)に掲載
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[7-2] 途中階で逆せん断が生じていると指摘された

Q&Aに掲載

76

今月のイチオシ(2026年2月号)に掲載

節点が存在する位置には、水平力が作用します。

モデルを確認すると、柱頭に接続する梁がピン接合となっているため、柱頭には曲げモーメントが伝達されず、
結果として1F柱脚側に回転剛性が残る力学条件となっています。

この状態で柱部材の途中に節点が存在すると、その節点位置に水平力が集中荷重として作用することになり、
その影響で逆せん断が発生します。

したがって、今回の逆せん断は力学的に不自然なものではなく、構造条件から見て妥当かつ正常な応力状態と考えられま
す。ただし、逆せん断が生じた状態のまま設計を進めるかどうかは、最終的には設計者の判断による点にご留意ください。

回答：
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②適判等からの指摘事例に関するＱ＆Ａ

2. 毎月発信しているホームページの「今月のイチオシ」にて、 Q&Aから指摘事例をピックアップして紹介しています。

構造ソフトのホームページのトップページで、[今月のイチオシ]をクリック ・・・毎月1件

1. ホームページのQ&Aのページに、 適判等からの指摘事例を掲載しています。・・・毎月2~4件

検索したい内容を「検索文字列」に入力

「適判等からの指摘事例］ボタンをクリック
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★ 引き続きよくある質問
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メッセージ一覧表示で、メッセージをダブルクリックすることで説明表示
計算実行後に、メッセージ一覧を専用の画面で表示します。

メッセージをダブルクリックすることで、メッセージの説明や対応方法を画面表示します。

まずは、メッセージ説明を表示して、内容を確認してください。

79

計算オプションで “計算終了後にメッセージ一覧を表示する”にチェックを入れる

内容を確認したいメッセージをダブルクリック
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メッセージ一覧表示で、メッセージをダブルクリックすることで説明表示
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許容応力度計算では計算できるのですが、保有水平耐力計算で不安定になります。
考えられる原因や対処方法を教えてください。

[1] 保有水平耐力計算で不安定になる

回答
メッセージ一覧表示で、強制メッセージ「4626」や警告メッセージ「2601」などが表示されるので、メッセージをダブルクリックして
説明PDFの内容を確認してください。特に多くご質問をいただくケースは以下の２つのケースです。

(1) 剛床解除節点が多い場合（特に、柱が接続していない節点を剛床解除している場合）
剛床解除節点を多数指定している場合、架構が不安定になり計算ができないことがあります。
柱が接続しておらず、梁と梁の接合のみの節点について剛床解除している場合、保有水平耐力計算では特に不安定に
なりやすくなります。
この場合は、梁の弱軸剛性(水平面内剛性)を、入力項目ツリーの [解析モデルの補正]-[大梁の水平面内剛性・ねじり
剛性(部材毎)] で設定することで対処できる可能性があります。

(2) Ｓ柱が長期応力で圧縮軸降伏している場合
入力項目ツリーの [計算条件]-[保有水平耐力]-[耐力式の選択]で、Ｓ部材の柱の圧縮耐力算出時の塑性設計指
針による座屈の考慮を「考慮する」指定をしている(デフォルトでは「考慮する」)場合、細長比が150を超える柱の軸耐力
は０となります。そのため、細長比が150を超えているＳ柱が多い場合、不安定になりやすくなります。
すべての柱に座屈に対して方策がとられていて、設計者判断により終局時に座屈しないということであれば、圧縮耐力に
座屈を「考慮しない」設定にしてください。
また、入力項目ツリーの[部材リスト]-[Ｓ]-[柱]で、座屈長さ係数も設定できるので、自動計算の座屈長とは異なる設
定をしたい場合は、座屈長さ係数を直接入力して調整してください。

Q&Aに掲載 メッセージの説明PDF参照
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独立基礎の物件を「BUILD.一貫・基礎オプション」を用いて計算したところ、計算書の「独立基礎の断面計算結果」
では接地圧はOKとなりましたが、「支持力の検討一覧」では支持力の検討がNGとなりました。

[2] 「独立基礎の断面計算結果」でOKとなった基礎が「支持力の検討一覧」でNGとなる

Q&Aに掲載

回答
基礎の偏心による付加軸力が影響していると考えられます。

「独立基礎の断面計算結果」の接地圧では、偏心によって生じる付加軸力を考慮していません。

「支持力の検討一覧」では、偏心によって生じる付加軸力を考慮します。そのため、断面計算時よりも厳しい条件となり、
NGとなるケースがあります。

「支持力の検討一覧」をOKにするには、許容支持力を大きくするか、基礎面積を大きくするといった方法が有効です。

なお、独立基礎において「支持力の検討一覧」が出力されるのは、基礎の偏心量を入力した場合のみです。
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セキュリティソフト（ウイルス対策ソフト）をインストールしましたが、製品の利用に影響はありますか？
また、何か設定を行う必要がありますか？

[3] セキュリティソフトの影響

Q&Aに掲載

回答
構造ソフト製品側で特別な設定を行う必要はありませんが、ご利用のセキュリティソフト（ウイルス対策ソフト）によっては、
誤認識により計算が停止したり、動作が極端に遅くなる場合があります。
また、正常に動作している場合でも、セキュリティソフトのバージョンアップにより突然動作しなくなるケースも報告されています。

このような症状が発生した際は、構造ソフト製品のインストール先フォルダ（初期設定：C:¥KSOFT）をウイルス検知の
対象外として設定（除外設定）し、誤認識を防いでください。
除外設定の方法につきましては、ご利用のセキュリティソフトのヘルプをご参照ください。

ホームページで公開している以下のＱ＆Ａも参考にしてください。
『計算実行時に「TiAna.exeが見つかりません」のエラー』
『すべての物件でVisual Fortran run-time errorとなる』
『インストール時のセキュリティソフトの影響』

※特にネットバンキングで使われるセキュリティソフト（Trusteer、Rapportなど）がインストールされている場合は、
停止させても動作が非常に遅く、アンインストールをしないと動作の改善ができない場合があります。
現在のWindowsには標準で「Windows Defender」という非常に強力なセキュリティ機能が搭載されています。
一般的なビジネス利用においては、このWindows標準機能だけで十分な安全性が確保されているという見解が
一般的となっています。セキュリティソフトの導入については、PCの使用目的に応じて、ご判断をお願いします。
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「BUILD.一貫・基礎オプション」を用いて独立基礎を計算する際、独立基礎を配置して計算を実行しても、
断面計算の結果が出力されません。考えられる原因は何でしょうか？

[4] 独立基礎を配置しても断面計算結果が出力されない

Q&Aに掲載

回答
以下のいずれかが行われていないことが原因です。
１．支持地盤（直接基礎用）の配置
２．計算オプションで「直接基礎」を選択

独立基礎の断面計算をするには、この2つの設定が必要です。 次の点を確認してください。

１．支持地盤（直接基礎用）の配置
・入力項目ツリーの[部材リスト]-[基礎部材]-[支持地盤（直接基礎用)]
（テキスト入力時は、基礎データ[ＧＲＵ２])で支持地盤を定義します。
・リボンメニューの[配置]タブの[地盤]
（テキスト入力時は、基礎データの［ＰＬＧＲ］）で支持地盤を配置します。

２．計算オプションで「直接基礎」を選択
・リボンメニューの[計算実行]タブで[計算オプション]を選択します。
・解析モデルから「上部構造と下部構造を同時に解析」の「直接基礎」を選択し、計算を実行します。
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[5] 「上部構造のみ解析」の場合と「杭基礎（分離モデル）」の場合で偏心率が変わる

Q&Aに掲載

解析モデルを「上部構造のみ解析」にした場合と「杭基礎（分離モデル）」にした場合で、
上部構造の各階の偏心率が異なる結果となる場合があります。
考えられる原因は何でしょうか？

回答
「上部構造のみ解析」では、浮き上がり解析の設定を行う設定になっている可能性があります。

上部構造と基礎構造の両方で浮き上がり解析の設定をしている場合、
「上部構造のみ解析」ではその設定が無視され、浮き上がり解析は行われません。

一方、「杭基礎（分離モデル）」では、上部構造において浮き上がり解析は行いません。

そのため、「上部構造のみ解析」で浮き上がり支点が存在する場合、浮き上がり解析を行わない「杭基礎（分離モデル）」
との比較において、応力結果に差異が生じる可能性があります。
これにより、偏心率にも違いが生じたと考えられます。
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[6] 部材配置用の符号選択画面が表示されなくなってしまった

Q&Aに掲載

対話入力時に、入力項目ツリーの［部材配置］において、部材配置用の符号選択画面が表示されなくなってしまい
ました。どのように対処すればよいでしょうか？

86

回答
画面表示の位置情報が正しく保存されていない可能性があります。
例えば、デュアルディスプレイで使用した後にシングルディスプレイに変更した場合、位置情報が表示範囲外となり、
画面が表示されなくなることがあります。

部材配置用の画面だけでなく、部材リスト作成画面なども同様です。

このような場合には、各画面の位置情報を初期状態に戻すことで、正常に表示されるようになります。
リボンメニューの[設定]タブにある[画面位置情報を初期化]を押して、画面の位置情報を削除してください。
その後、プログラムを再起動すると初期状態に戻ります。

今月のイチオシ(2025年7月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

[7] 追加節点荷重で荷重ケースを「地震荷重時」として水平荷重を入力した場合の水平力

Q&Aに掲載

入力項目ツリーの[追加荷重]-[節点荷重]（テキスト入力時、許容応力度入力コードの[ＡＤＥ４][ＰＡＤ４]）に
おいて、追加節点荷重で荷重ケースを「地震荷重時」として水平荷重を入力した場合、どのように応力解析を行っていま
すか？
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回答
追加節点荷重で荷重ケースを「地震荷重時」として水平荷重を入力した場合、建物重量から計算される地震力と
は別に、入力した節点に直接水平力を作用させたうえで、建物全体で応力解析します。
つまり、以下を組み合わせて解析する形になります。
・建物重量から計算された地震力が各柱に分配されたもの
・追加節点荷重として入力した水平力（節点に個別に直接作用）

計算結果図化表示（3D）の「水平力作用位置図」を参照すると、
重心位置には大きな矢印が、追加節点荷重を入力した位置には
小さな矢印が表示されます。
これにより、水平力がどの位置に作用しているかを視覚的に
把握しやすくなります。

また、計算書の「建築物重量・設計用層せん断力」に出力している
設計用層せん断力Qidは、地震時ケースで入力した追加節点荷重の
水平力も加算した値となっています。
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• メールで弊社の技術サポート部（support@kozosoft.co.jp）
までお問い合わせください。

•後日、メールにて回答いたします。

質疑応答

mailto:support@kozosoft.co.jp
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現在開発中のAI機能のご紹介
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AIとは？
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代表的なもの 提供会社
・ChatGPT ・・・ Open AI
・Copilot ・・・ Microsoft
・Gemini ・・・ Google
など

人工的に作られた知能システムで、
人間のように言語を理解し、論理的に推測して、
経験から学習する能力を持つプログラム

ただし、
AIも間違うことがあるため、
最終的には自身で判断する必要がある

情報収集や単純作業の自動化など
AIを用いることで業務の効率化が見込める
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閉会のご挨拶
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ご清聴ありがとうございました。
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